









































































































































































乗越 姑司 (上智大 ･自然人頬)
ヒト乳幼児とチンパンジーの手の機能的苅似性
および異質性を明らかにすることを目的に､飼育
チンパンジー (1才～25才:80頭)とヒト乳幼児
(2才～3才:9名)を対象に､間叩なリーチン
グ (視詑性到達運動)課跡 こおける手使用の発達
的比較をおこなった｡地面 (ヒトでは机)にまん
べんなくばらまかれたレー ズンを被験体 (者)が
拾う様子をビデオにより記録し､選択性 (どちら
の手で)および操作性 (どのようにつまむか)に
注目し分析をおこなった｡その結果､以下のよう
なことがわかった｡リ-チングにおける手選択性
は､ヒトでいわれているのと同様に､チンパンジー
ー75-
